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鳥取市の人口

　男　：  93,382人 ［-  71］

　女　：100,360人 ［-  81］

合　計：193,742人 ［-152］

世帯数： 77,816　 ［±     0］
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とっとり市報 No.1043

今月の表紙

未来を担う若者の声を活かす

　本市で活動する学生・社会人が議会形式で市役所に対
して提言を行う『若者議会』が、1 月 25 日（土）、本庁
舎議場で行われました。
　この日議場に訪れたのは、これまで２年間、観光や市
街地活性化など本市の課題について調査・研究を行って
きた『若者会議』のみなさん。８人が登壇に立ち、何度
もまちに出かけ、肌で感じてきた率直な思いや意見を、
市長に届けました。
　「しゃんしゃん傘踊りの県外への PR 活動に補助を」「商
店街のシャッターを漫画や写真などで彩り、歩くのが楽
しくなるような工夫を」など、柔軟な発想による具体的
な提言がなされ、市執行部から現状や今後の方向性につ
いて回答を得ました。若者会議の田

た な か

中裕
ゆ う た

太会長は、「自分
たちの思いを伝えられたことが一番
うれしい」と、晴れやかな表情で振
り返っていました。
　若者会議の活動の成果発表会が、3
月 15 日（土）、パレット鳥取で行わ
れます。また、活動の成果を「提言書」
にまとめ、市役所に提出される予定
です。
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登壇に立つ田中会長

市町村合併 10年を振り返る③

若者が夢と希望を持てる
にぎわいのあるまちへ
問本庁舎企画調整課  0857-20-2311

子育て支援施設

鳥取環境大学

医療看護専門学校（イメージ）

山陰自動車道

鳥取しゃんしゃん祭

若者のための鳥取塾

姉妹都市提携記念式典

ガイナーレ鳥取ホームゲーム
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職
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促
進

　

本
格
的
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
が
進
展
す

る
中
で
本
市
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
若
者
が
地
元
で
暮
ら
し
、
若
者
が

持
つ
発
想
力
、
行
動
力
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
築
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

本
市
は
、本
市
で
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ま
れ
育
っ
た
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者
が
、

地
元
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進
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し
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地
元
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就
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す
る
道
を
拓

く
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
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す
。
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成
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大
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化
や
、
平
成
27
年
４
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開
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予
定
の
医
療
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専
門
学
校
の
誘
致
に
よ
り
、
若
者
の
地

元
進
学
の
選
択
肢
は
拡
大
し
ま
し
た
。

　

公
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
鳥
取
環
境
大

学
で
は
、
平
成
24
年
度
に
は
、
志
願
者

２
７
５
３
人
、
入
学
者
２
９
６
人
と
な
り
、

学
生
数
は
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
看
護
専
門
学
校
の
開
校
に
よ

り
、
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を
め
ざ
す

若
者
は
、
県
外
に
転
出
す
る
こ
と
な
く
、
地
元

で
学
び
、
地
元
で
資
格
を
取
得
し
、
地
元
で
就

職
す
る
道
が
拓
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

交
流
人
口
の
拡
大

　

昨
年
３
月
に
鳥
取
自
動
車
道
が
全
線
開
通

し
、本
市
か
ら
自
動
車
で
３
時
間
の
圏
内
に
、

国
民
の
１
割
に
あ
た
る
約
１
２
０
０
万
人
の

居
住
圏
域
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山

陰
自
動
車
道
や
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
整
備

が
進
む
中
、
鳥
取
空
港
東
京
便
の
５
便
化
も

決
定
し
、
本
市
の
交
流
人
口
は
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
う
し
た
交
流
時
代
の
到
来
を

見
据
え
、
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
な
ど
の
観

光
振
興
は
も
と
よ
り
、
国
内
外
の
姉
妹
都
市

と
の
交
流
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
へ
の
誘
客
な
ど
、
若
者
が
夢
と
希
望
を
持

て
る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
若
者
の
育
成

　

若
者
に
と
っ
て
魅
力
が
あ
り
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
若

者
の
市
政
参
画
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
若

者
自
ら
が
積
極
的
に
地
域
に
出
て
活
動
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
市
は
、
若

者
会
議
や
若
者
の
た
め
の
鳥
取
塾
な
ど
、
次
代

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
養
成
や
、
若
者
に
よ
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保
育
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
力
強
く
取
り
組
む
こ
と
で
、
若
者
が

地
元
に
定
着
し
、
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
、
活
力

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
今
後
も

よ
り
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。
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